
会員研修旅行参加者募集

『日本三景松島、世界遺産 平泉と
文豪の足跡を訪ねて』

高山市文化芸術鑑賞事業

『上原彩子＆川久保賜紀デュオコンサート』

（未就学児入場不可）

2002年チャイコフスキー国際コンクール・ピアノ部門とヴァイオリン部門を制した二人が、
10年の歳月を経て奏でる友情のハーモニー

上原綾子 川久保賜紀

（
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

日　時　6月30日（土）　
　　　　開場午後6時／開演午後6時30分
会　場　高山市民文化会館・大ホール
料　金　一般2,500円、メセナメイト2,000円
　　　　ジュニア券（18才以下）1,000円
　　　　チケット好評発売中 

　

五
月
病
と
い
う
病
気
は
な
い

そ
う
だ
が
、
そ
の
言
葉
と
症
候

は
昔
か
ら
あ
る
。
四
月
希
望
に

満
ち
て
入
学
し
た
り
、
入
社
し

た
若
者
の
中
に
は
、
現
実
に
悲

観
し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
適

応
で
き
な
く
て
、
五
月
に
元
気

が
無
く
体
が
だ
る
く
な
っ
た
り

す
る
も
の
が
出
る
。

　

大
学
の
入
学
を
九
月
か
ら
に

す
る
と
い
う
案
が
出
て
い
る
。

世
界
の
大
学
と
横
並
び
に
す
る

た
め
だ
そ
う
だ
が
、
そ
う
す
る

と
五
月
病
は
十
月
病
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
じ
付
け
よ
う
と
思
え
ば
、

病
気
は
、
五
月
だ
け
で
な
く
、

一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
あ
る
。

例
え
ば
一
月
病
は
の
ん
び
り
し

た
正
月
が
終
わ
り
、
た
る
ん
で

し
ま
っ
た
症
状
。
八
月
病
は
暑

さ
に
耐
え
ら
れ
ず
動
き
た
く
な

い
等
々
。

　

大
学
に
限
ら
ず
季
節
感
が
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
。
太
陰

暦
か
ら
太
陽
暦
に
変
わ
っ
た
時

は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

飛
騨
は
更
に
寒
暖
の
差
の
ズ
レ

が
あ
る
。
雛
様
や
七
夕
な
ど
。

　

も
う
す
ぐ
車
田
の
田
植
え
が

行
わ
れ
る
。
田
植
え
歌
も
も
う

こ
こ
く
ら
い
で
し
か
聴
け
な

い
。

「
う
ち
の
早
乙
女
あ
バ
サ
ば
か

り
〜
バ
サ
ば
か
り
〜
」
と
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

「
岡
目
一
目
」

中
日
写
真
協
会
飛
騨
支
部
写
真
展

五
月
十
一
日（
金
）〜
十
三
日（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
八
時
（
最
終
日

午
後
四
時
ま
で
）

市
民
文
化
会
館
二
階
展
示
室

華
道
家
元
池
坊
飛
騨
支
部
花
展

五
月
十
二
日（
土
）〜
十
三
日（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

市
民
文
化
会
館
三
階
講
堂
及
び
四

階
大
会
議
室

桜
花
流
二
十
周
年
記
念

舞
踊
発
表
会
『
春
の
う
た
げ
』

五
月
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
〜

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

第
六
十
二
回
全
日
写
連
飛
騨
支
部

写
真
展

五
月
十
八
日（
金
）〜
二
十
日（
日
）

午
前
九
時
〜
午
後
六
時
（
最
終
日

午
後
四
時
）

市
民
文
化
会
館
三
階
講
堂

真
多
呂
人
形 

三
十
五
回
作
品
展

五
月
十
九
日（
土
）〜
二
十
日（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時
（
最
終
日

午
後
四
時
）

市
民
文
化
会
館
四
階
大
会
議
室

　

今
年
で
十
二
回
目
を
迎
え
る

「
市
民
歴
史
散
歩
」。
今
回
は
、
新

宮
町
の『
畑
佐
城
跡
』（
室
町
末
期
、

山
田
紀
伊
守
築
城
）
を
は
じ
め
新

宮
神
社『
大
杉
』（
市
天
然
記
念
物
）

な
ど
を
巡
り
、
戦
国
末
期
の
時
代

背
景
や
歴
史
に
つ
い
て
、
市
文
化

財
課
の
学
芸
員
を
招
き
、
解
説
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
日
時　

六
月
十
七
日
（
日
）
出

発
九
時
〜
正
午
解
散
（
昼
食
後
）

◆
集
合　

新
宮
神
社
（
国
道
一
五

八
号
沿
い
）
八
時
五
〇
分
迄

◆
申
込
方
法　

五
月
八
日
（
火
）

よ
り
参
加
費
五
〇
〇
円
（
昼
食
代・

保
険
料
込
み
）
を
添
え
て
、
高
山

市
民
文
化
会
館
窓
口
へ

◆
定
員　

一
〇
〇
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
も
参
加
料    

　

の
返
金
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第12回

市
民
歴
史
散
歩
６
月
17
日
開
催

「
畑
佐
城
跡
〜
新
宮
神
社
」
参
加
者
募
集

　高山市文化協会では、会員向けに左記の予定で
研修旅行を実施します。
　今回は、飛行機を利用し、日本三景「松島」、
世界遺産「平泉」、や文豪「賢治・啄木」の足跡
を巡る、復興支援も兼ねたツアーです。
◆日程　9月23日（日）～25日（火）　2泊3日
◆宿泊　仙台、花巻温泉
◆参加費　1名73,000円（協会にてバス料金負担）
◆申込み　5月31日（木）
までに申し込み用紙にて
（文化会館窓口で配布）。
◆定員　40名
（最少催行人数25名）

新宮神社社殿（新宮町）




